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○資料集

○アンケート

〈参考資料〉

○三菱電機㈱会社案内パンフレット

○化学物質とわたしたち（名古屋市）

○かんたん化学物質ガイド（環境省）

  「わたしたちの生活と化学物質」、「塗料・接着剤と化学物質」

○化学物質アドバイザー パンフレット（環境省）

●日時 平成２１年２月４日（水）午後１時３０分～午後４時４０分まで

●場所 三菱電機株式会社名古屋製作所 FCC（FAコミュニケーションセンター）

三菱電機㈱名古屋製作所
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環境省事業 化学物質アドバイザー
山本 倫久

蒲郡市民病院 薬剤師

化学物質のリスクの考え方

2009年2月4日 於) 愛知県名古屋市 三菱電機株式会社名古屋製作所

名古屋市モデルリスクコミュニケーション
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化学物質が支える快適・便利・豊かな生活

化学物質はなくてはならないもの
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水質 土壌

吸入

摂食

大気

飲用 摂食

化学物質は
○作る（造る）とき
○使うとき
○捨てるとき
に環境に排出される

排出

環境を経由して
化学物質を取り込む
おそれがある

排出

排出

化学物質→環境中へ

◆

◆

環境中の
化学物質

私たちに→
動植物に
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化学物質が体にはいっても大丈夫なの？

弱い毒のあるキノコでも、いっぱい
食べてしまうと大変なことに！

強い毒のあるキノコでも、ほんの
少しかじっただけなら大丈夫

その化学物質にどのような有害性があるのか

どれくらいの量が体にとりこまれるのか
の２つがポイント

許容量を超えると健康被害がでる

リスクの視点で考えましょう
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リスクとは

• よくないことが起こりそうな
可能性/おそれ

（確率のニュアンス）

• ラテン語で「2つの岩の間を船
が通っていくうちに上から岩

が落ちてくるかもしれない状

態」を指す単語
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化学物質の環境リスク

【定義】

化学物質が環境を経由して人の健康や動植物の生息

又は生育に悪い影響を及ぼすおそれ/可能性

化学物質の環境リスク 有害性の程度 暴露量＝ ×

○化学物質の環境リスクの大きさは、

化学物質の有害性の程度と

暴露量（体に取り込む量）で決まる

○有害性だけでは判断できない

【概念的に表した式】
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有害性とは

• 化学物質がヒトや動植物に悪い影響を及ぼす性質
• 化学物質のもつ物性（融点や密度）とともに固有の性質

有害性

○症状発現までの時間
急性毒性
慢性毒性

○症状の種類
発がん性
催奇形性
神経毒性
生態毒性・・・

＜分類＞

性質そのものは
変えることが
できない
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暴露とは
化学物質を体内に取り込むこと

暴露

吸い込む 飲み込む さわる（＋吸収）

<目安>体重50kgのヒトの1日摂取量
○ 大気 15m3 ○ 水 2L ○ 食物 2kg ○土壌0.15g
化学物質の環境リスク初期評価ガイドライン 環境省（平成20年2月版）
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環境リスクを減らす考え方

＝ ×
化学物質の
環境リスク

有害性の程度 暴露量

×

×

×

＝

＝

＝

取り込む量を
減らす

濃度
(含まれる量)
を減らす

有害性の小さな物質に変える
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環境中に排出される化学物質の規制

法令等による環境基準や排出基準は、化学物質の有害性、
環境中濃度、実際の健康影響などを考慮し、設定されている

現在、日本で使用されている化学物質は5万種、世界では
10万種ともいわれており、すべての化学物質について環境
基準や排出基準の設定がなされているわけではない

法令等による規制に加え、化学物質の環境リスクに関する
情報を市民、産業、行政などのすべてのものが共有し、相互
に意志疎通を図り、環境リスクを低減するための取組が必要
とされる



11

• 化学物質のリスクはゼロにできる
→ 完全にリスクをなくすことはできない

• 化学物質は危険なものと安全なものに二分される
→ 毒性が比較的強いものでも十分に管理して使えばリスクは

小さく、毒性が弱いものでもずさんに使えばリスクが大きくなる

• 化学物質のリスクについては、科学的にかなり解明されている
→ 現状では化学物質に関するリスク情報は非常に不足している

科学的な知見の不足や不確実性を認めた上で、できるだけ科学的な

情報をもとにリスクの低減方法を議論することが大切

• 学者は客観的にリスクを判断している
→ 同じ情報に対して複数の学者がリスクの大きさについて異なる評価や

判断を下すこともしばしばある

解消しておくべき思いこみ・誤解の例
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ご静聴ありがとうございました

山本 倫久
pharm@city.gamagori.lg.jp



工場見学や説明を聞いて感じたことなどをメモし、意見交換に活用してください。

普段から工場に対して感じている不安や疑問などは、意見交換でできるだけ発表してくださ

い。意見が十分に言えなかったなど直接伝えられなかった場合は、最後に行うアンケートに記

入してください（この紙は回収しません）。

意見交換用メモ

〈工場見学〉

〈工場からの説明を聞いて〉

〈普段から不安・疑問に感じていることなど〉


